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人口面積( 60. 7. 1)

世 帯220, 734
人 口630, 069
男319, 197　
女310, 872

面 槓53. 25k ㎡
人口密度　11, 832 人/ 1㎡
≪月2回( 5 日、20日) 発行≫

新
し

い
「
市
」の

実
現
を
め
ざ
し

て

特
別
区
の
制
度
改
革

63万区民の
た め に

足
立
区
を
は
じ
め
と
す
る
東
京
2
3区
は
、「
特
別
区
」
と
呼
ば
れ

普
通
の
「
市
」
と
区
別
さ
れ
て
い
ま
す
。

都
区
制
度
改
革
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
が
、
現
在
、
都
と
区
の
間
で
引
続
き
協
議
が
す
す
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

今
回
の
都
ぼ
制
度
改
革
に
つ
い
て
、
区
民
の
皆
様
に
そ
の
内
容

を
よ
り
よ
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
向
回
か
に
わ
た
っ
て
掲
蔵
し

ま
す
。

今
回
は
、
兮
般
的
な
事
項
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

制
度
改
革
の必

要
性

な
ぜ
、
特
別
区
の
改
革
が
必
要

な
の
で
し
ょ
う
か
。

昭
和
2
2年
、
地
方
自
治
法
の
制

定
で
、
現
在
の
2
3区
が
誕
生
し
ま

し
た
。

こ
の
時
、
特
別
区
に
は
一
般
の

市
に
牽
ず
る
地
位
が
与
え
ら
れ
、

区
長
公
選
制
が
と
ら
れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
昭
和
2
7年
の
地
方

自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、
区
長
の

公
選
が
廃
止
さ
れ
る
な
ど
、
自
治

権
が
よ
り
制
約
さ
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

以
後
、
特
別
区
は
、
自
治
権
を

拡
充
す
る
運
動
を
続
け
、
昭
和
5
0

年
の
改
正
で
は
、
区
長
公
選
制
が

復
活
す
る
な
ど
、
特
別
区
は
原
則

と
し
て
「
市
」
並
み
の
自
治
体
に

な
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
な
お
、
区
民
に
と
っ

て
基
礎
的
自
治
体
で
あ
る
区
が
、

他
の
市
と
権
限
・
役
割
が
不
十
分

で
あ
る
こ
と
は
問
題
で
あ
り
、
そ

こ
に
制
度
改
革
の
必
要
性
が
あ
る

の
で
す
。

現
行
制
度
の問

題
点

で
は
、
現
在
の

特
別
区
制
度
は
、

ど
こ
に
問
題
が
あ

る
の
で
し
ょ
う

か
。大

き
く
分
け
て
3

つ
の
問
題
が
あ

り
ま
す
。

1
、
特
別
ぼ
は
、

住
民
の
選
挙
に

よ
り
選
ば
れ
る

長
と
議
会
を
持

ち
実
質
的
に
は

市
と
同
じ
役
割

を
果
し
て
い
ま

す
。

し
か
し
、
法
律
上
は
、
市
町

村
と
は
異
な
る
特
別
地
方
公
共

団
体
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

2
、
特
別
区
と
都
の
間
に
は
、
一

股
の
市
に
は
み
ら
れ
な
い
財
源

配
分
の
制
度
が
あ
り
、
こ
れ
に

は
、
特
別
区
を
内
部
団
体
と
す

る
色
彩
が
強
く
残
さ
れ
て
い
ま

す
。

3
、
ゴ
ミ
の
収
集
、
運
搬
な
ど
区

民
に
身
近
な
事
務
が
、
都
に
あ

っ
た
り
し
て
、
都
区
の
役
割
が

明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地方公共団体
( 1) 普通地方 公共団体一 都道府 県、

市町 村
( 2)特別地 方公共団体一特別区 、事務

組合、財産区

制
度
改
革
の

め
ざ
す
も
の

今
回
の
制
度
改
革
で
は
、
特
別

区
が
名
実
と
も
に
自
立
し
た
基
礎

的
自
治
体
に
な
る
こ
と
を
目
さ
し

て
い
ま
す
。

そ
の
実
現
に
は
、
大
き
く
分
け

て
、
次
の
2
つ
の
改
革
が
必
要
で

す
。

第
1
に
、
特
別
区
の
積
本
的
性

格
の
改
革
で
す
。
市
町
村
と
同
じ

基
礎
的
自
治
体
に
位
置
づ
け
る
こ

と
、
法
律
L
で
も
晋
通
地
方
公
共

団
体
に
改
め
る
こ
と
が
必
要
で

す
。こ

の
こ
と
か
ら
「
○
○
区
」
と

い
う
名
称
も
新
し
い
性
格
に
ふ
さ

わ
し
い
も
の
に
変
え
る
こ
と
が
必

要
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

第
2
に
、
特
別
区
の
行
財
政
権

能
を
拡
充
強
化
す
る
こ
と
で
す
。

住
民
に
身
近
な
酒
掃
等
の
事
務

は
、
で
き
る
限
り
祁
か
ら
区
へ
移

す
こ
と
で
す
。
ま
た
、
都
区
財
政

調
整
制
度
の
改
革
な
ど
、
自
主
的

な
行
財
政
権
能
を
強
化
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

今
ま
で
の検

討
経
過

制
度
改
革
に
つ
い
て
、
特
別
区

は
、
今
ま
で
ど
の
よ
う
な
倹
討
を

行
っ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

昭
和
5
6年
8
月
に
特
別
K
政
調

査
会
か
ら
、「
特
例
市
」
構
想
が
、

昭
和
5
9年
6
月
に
都
制
度
調
介
余

か
ら
、「
新
し
い
郤
制
度
の
あ
り

方
」
が
答
申
さ
れ
ま
し
た
で
上
呑

現
在
、
こ
の
2
つ
の
答
申
を
も

と
に
、
6
0
年
1
0月
を
目
途
に
都
区

問
で
協
・議
が
遥
め
ら
れ
て
い
ま

す
。一

方
、
区
と
区
議
公
で
も
、
険

討
を
屯
ね
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
巾
で
、
今
年
5
月

に
は
、区
長
会
と
議
長
会
の
開
に
、

今
後
の
制
度
改
革
の
恁
本
的
な
方

向
に
つ
い
て
の
劭
意
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

旨
意
の
主
旨
は
L
述
の
一
制
度

改
革
の
目
ぎ
す
も
の
」
で
す
。

制
度
改
革
の

今
後
の

ス
テ
ッ
プ

こ
の
よ
う
に
し
て
。
今
回
の
制

度
改
革
は
、
持
別
ぼ
の
性
格
を
特

別
地
方
。竝
共
り
休
か
ら
a
通
地
方

公
共
ぼ
体
へ
変
更
す
る
と
い
う
髱

き
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
閑
の
地
方
制

度
調
査
会
の
審
議
が
必
要
で
す
。

し
た
が
っ
て
、都
。区
の
白
意
唆
、

地
方
制
度
調
査
会
へ
ぶ
回
し
、
そ

の
答
巾
を
葭
だ
後
に
、
関
係
法
令

を
改
正
す
る
と
い
う
F
順
が
今

限
、
必
変
に
な
り
ま
す
。

制
度
改
革
を
実
現
す
る
に
は
、

国
の
卜
分
な
理
解
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。そ

こ
で
、
区
民
の
片
さ
ん
の
支

持
を
背
景
に
部
と
K

が
協
同
し

て
、
国
に
積
極
的
に
働
き
か
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

明
日
の
足
立
区
発
展
の
た
め
、

み
な
さ
ん
と
と
も
に
力
を
合
わ

せ
て
、
「
特
別
区
制
度
の
改
革
」

を
実
現
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

ぜ
ひ
、
ご
理
解
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
次
り
以
降
で
、
特
別
区
の
制

度
改
革
の
事
務
配
分
・
税
財
政

等
に
関
す
る
こ
と
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

特
別
区
の
制
度
改
革
に
つ
い
て
の

ご
意
見
・
お
問
合
せ
は
企
画
課
へ

8
8
2
　
1
1
1
1

　
7
0
6

新しい「 市」に向かってジャンプ

常盤新線・舎人新線

運輸政策審議会が答申

か
ね
て
か
ら
、
多
く
の
区
民
の

待
ち
望
ん
で
い
た
常
磐
新
線
・
舎

人
新
線
の
計
画
が
、
7
月
H
日
に

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
が
、
運
輸
政
策
審
議
会
の

答
申
「
東
京
圏
に
お
け
る
高
速
鉄

道
を
中
心
と
す
る
交
通
網
の
整
備

に
関
す
る
幕
本
計
画
」
に
盛
り
込

ま
れ
ま
し
た
。

常
磬
新
線
に
つ
い
て
は
、「
喇
叭

―
秋
葉
原
-
浅
草
-
北
千
住
-
八

潮
市
南
部
上
二
郷
市
中
央
部
-
流

山
巾
南
部
-
柏
巾
北
部
-
守
谷
町

南
部
・
:筑
波
研
究
学
園
都
市
、
守

谷
町
南
部
・
築
波
学
園
部
巾
問

は
、
需
。要
の
動
向
、
沿
線
地
域
の

開
発
の
進
捗
状
況
等
を
勘
案
の
う

え
、
整
備
に
着
手
す
る
。」
と
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
舎
人
新
線
は
「
舎
人

・
日
暮
里
間
に
つ
い
て
は
、
輸

送
需
要
の
動
向
を
勘
案
の
う

え
、
新
交
通
シ
ス
テ
ム
等
を
導

入
す
る
。」
と
し
て
い
ま
す
。

新
線
の
噂
入
は
、
足
立
区
に

お
け
る
将
来
の
街
づ
く
り
に
と

っ
て
必
要
で
、
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
役
割
を
も
っ
て
お
り
、

大
き
な
課
題
で
す
。

区
は
、
こ
の
答
申
に
そ
っ
て
、

区
議
会
、
関
係
自
冶
体
と
も
卜

分
に
協
議
し
、
新
線
が
一
口
も

9
く
実
現
す
る
よ
う
努
力
し
て

い
き
ま
す
。
<
企
画
課
>

現行都区制度と二つの改革案の比較

葦 立 ち

例
年
に
な
く
雨
の
多
か
っ
た

言
と
光
、
七
色
の
芦

を

梅
雨
も
明
け
、
本
格
的
な
夏
が

夜
空
に
咲
か
せ
た
足
立
の
花

や
っ
て
き
ま
し
た
。

火
。
こ
の
催
し
は
、
ふ
る
さ
と

皆
さ
ん
お
元
気
で
す
か
。

足
立
の
夏
の
風
物
詩
と
し
て
多

く
の
方
々
に
観
し
ま
れ
大
変
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。

さ
て
、
学
校
の
友
休
み
前
の

あ
る
日
、
私
は
元
溯
江
公
園
に

出
か
け
て
み
ま
し
た
。
黒
く
日

や
け
し
た
児
燉
が
、
小
烏
舎
の

所
で
楽
し
そ
う
に
活
し
を
し
て

い
る
の
を
目
に
し
ま
し
た
。

親
鳥
が
わ
が
了
を
見
守
っ
て

い
ろ
姿
は
、
阿
と
も
い
え
ぬ
ほ

ほ
え
ま
し
い
光
風
で
し
た
。
私

も
t
時
で
し
た
が
、
児
童
と
親

F
の
情
愛
、
ふ
れ
あ
い
の
人
切

さ
に
つ
い
て
話
し
を
交
わ
し
ま

し
た
。

Q
休
み
は
と
か
く
非
阿
に
は

し
り
や
す
い
時
と
も
い
わ
れ
て

て
い
ま
す
。
2
1皀
紀
に
は
ぱ
た

く
両
少
年
を
健
や
か
に
育
て
る

の
は
私
達
親
の
艮
任
で
す
。
夏

休
み
は
親
と
子
が
接
す
る
よ
い

機
会
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

問
も
な
く
、
夏
祭
り
、
秋
祭

り
が
始
ま
り
ま
す
。
水
面
。
・緑

の
木
陰
を
吹
き
抜
け
る
涼
風
。

人
と
人
と
の
心
の
結
び
つ
き

活
力
に
満
ち
た
ま
ち
。
こ
の
よ

う
な
、
ざ
わ
や
か
、
ふ
れ
あ
い
、

生
き
生
き
足
立
"
の
み
こ
し
を

皆
さ
ん
と
刀
を
合
せ
て
、
か
つ

ご
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

区
長
　
古性直

敬

老
区

内

め

ぐ

り

日
時
　
9
月
1
2日
・
1
3冂
、

各
日
と
も
午
前
9
時
2
0
分
　～

午
唆
1
時
頃

コ
ー
ス
　
区
貶
所
-
i
薬
師
斗
　

↓
八
片
神
哇
↓
若
人
会
館

↓
炎
天
町
二
西
新
井
大
帥

対
象
　
ぼ
内
政
庄
の
健
康
な

印
歳
け
匚
の
方

定
員
　
各
日
と
も
2
4名
【
申

し
込
み
多
数
の
場
所
は
抽

逗
】

参
加
費
　
無
糾
G
・良
は
、

必
ず
持
参
く
だ
さ
い
)

申
込
力
法
　
往
厦
(

ガ
キ

に
、
居
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、参
加
希
望
日
、

「
敬
苣
区
内
め
ぐ
り
参
加

希
望
」
と
明
記
し

、
申
し

八一み
の
こ
と

バ
ガ
キ
ー

皎
に
つ
き
I
名
限
り
)

申
込
期
限
　
8

月
1
0日
(
当

日
消
印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
広
聴
係

(
〒
1
2
0千
住
1
1
4

‘
1
8
)

カッパの
バッジ
発売中

頒
布
価
格
　
▽
単
品
:
1
5
0
円

▽
5
色
セ
ッ
ト
:
7
0
0
円

頒
布
場
所
　
区
役
所
広
報・課

お
よ
び
第
2
庁
舎
管
理
係

問
合
せ
先
　
広
報
課
、
ま
た

は
都
生
活
文
化
局
文
化
事

業
課
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福

祉

事

業

案

内

変
わ
り
ま
す

児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当
が
改
正
さ
れ
、

昭
和
6
0年
8
月
か
ら
手
当
額
と
所

得
制
限
額
が
変
わ
り
ま
す
。

手
当
を
受
け
ら
れ
る
方
や
支
給

要
件
に
つ
い
て
は
今
ま
で
ど
お
り

で
す
。

一
手
当
額
(
月
額
)

所
得
に
よ
っ
て
手
当
額
が
I
段

階
に
分
か
れ
ま
し
た
。

O
母
と
子
で
2
人
世
帯
の
場
合

①
所
得
7
7万
9
千
円
未
満
の
場

合
・
:
3
万
3
千
円

②
所
得
7
7
万
9
千
円
以
上
向
一
万

5
千
円
禾
満
の
場
合
・
;
2
万

2
千
円

③
所
樽
1
9
3万5

千
円
以
上
の
場

合
は
支
給
し
ま
せ
ん
。
た
だ

し
、
従
前
か
ら
の
受
給
者
で

所
得
1
9
3万5

千
円
以
上
司
万
8

千
円
禾
満
の
と
き
は
、
1

年
間
(
昭
和
6
1年
7
月
ま
で
)
　

に
限
り
、
2
万
2

千
円
支
給

さ
れ
ま
す
。

※
第
2
子
は
5
千
円
、
第
3
子
以

上
は
、
1
人
に
つ
き
2
千
円
加
算

さ
れ
ま
す
。

・
所
得
制
限

下
表
の
と
お
り
で
す
。

・
手
当
を
受
け
ら
れ
る
方

区
内
に
住
所
が
あ
り
、
次
の
児

意
を
扶
養
し
て
い
る
方
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

手
当
を
受
け
ら
れ
る
變
うに
は

あ
な
た
自
身
で
申
請
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
要
件

1
8歳
未
満
(
中
震
以
上
の
障
害

を
有
す
る
児
童
は
2
0歳
禾
満
)
で

次
の
い
ず
れ
か
の
状
態
に
あ
る
児

童
を
扶
養
し
て
い
る
母
等
。

▽
父
母
が
離
婚

▽
父
観
が
死

亡

▽
父
親
が
生
死
不
明

▽

父
親
に
1
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て

い
る

▽
父
観
が
法
令
に
よ
り
1

年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る

▽
父
親
が
い
な
い
(
母
親
が
婚

姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た
児

童
で
、
父
観
か
ら
認
知
さ
れ
て

い
な
い
)

▽
父
親
が
重
度
の

障
害
(
身
体
障
害
者
手
帳―
・
2

級
程
度
が
該
当
)
2

劈
寄

り
の
な
い
児
拿
菅
養
育

※
な
お
、
国
民
年
金
法
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
児
童
扶
養
手
当
奩
叉

給
さ
れ
て
い
る
方
の
う
ち
、
昭
和
6
1

年
3
月
3
1日
に
お
い
て
、
障
害

福
祉
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
お

よ
び
児
童
の
父
観
が
、
国
民
年
金

の
障
害
年
金
ま
た
は
障
害
福
祉
年

金
を
受
給
し
て
い
る
と
き
は
昭
和
6
1

年
4
月
か
ら
、
于
当
の
受
給
資

格
が
喪
失
ま
た
は
減
額
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
児
童
手
当
係

へ
。

幼
児
部
通
所
児
募
集

将
采
自
立
を
必
要
と
す
る
就
学

前
の
2
歳
か
ら
5
歳
ま
で
の
心
身

障
害
児
に
対
し
、
基
本
的
生
活
習

慣
や
集
団
で
の
適
ら
性
を
養
う
た

め
の
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

場
所

心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
者

智
恵
お
く
れ
の
程
度
が

お
お
む
ね
中
・
軽
度
で
。通
所

が
可
能
な
幼
児

費
用
　
無
料

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
直
接
窓

ロ
ヘ

申
込
・
問
合
せ
先
　
心
身
障
害
福

祉
セ
ン
タ
I
S
　
嵋
6
1
7
1

サ
ー
ク
ル
活
動
参
加
者

募

集

趣
味
・
創
作
活
動
を
と
お
し
て

機
能
強
化
を
図
り
、
製
作
品
を
と

お
し
て
社
会
参
加
を
目
指
す
こ
と

を
目
的
に
、
サ
ー
ク
ル
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

場
所
　
心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー

東
六
月
町
分
室

内
容
・
活
助
日
時
　
毎
週
水
曜
日

・
絵
画
は
午
前
1
0
時
～
午
後
0

時
3
0
分
・
和
紙
工
芸
は
午
後
1

時
3
0
分
～
3
時
3
0
分

対
象
　
身
体
障
害
者

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
直
接
窓

囗
へ

申
込
・
問
合
せ
先
　
心
身
障
害
福

祉
セ
ン
タ
l
a
　
　
6
1
7
1

福
祉
手
当

定
時
払
い
の
お
知
ら
せ

8
月
は
、
福
祉
手
当
の
支
払
月

で
す
。

次
の
手
当
が
支
払
わ
れ
ま
す
の

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支
払
日
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

▽
福
祉
手
当
(
国
制
度
)

○
支
払
日
8

月
1
0日
頃

※
な
お
6
月
分
か
ら
手
当
額
改
訂

に
よ
り
月
額
1
万
1

千
S
円
と
な

り
ま
し
た
。

・▽
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
、
難
病

懋
者
福
祉
手
当

○
支
払
日
8

月
2
5日
頃

な
お
、
各
手
当
の
受
給
者
の
方

は
支
給
日
に
な
り
ま
し
た
ら
直
接

指
定
金
融
機
関
に
預
金
通
帳
と
印

か
ん
を
持
参
し
支
払
を
受
け
て
く

だ
さ
い

※
支
払
通
知
書
(
(

ガ
キ
)
は
送

り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先
　
障
害
福
祉
係

国民 年金の

お知らせ

・
国
民
年
金
保
険
料
の
お
支
払
い

は
口
座
扱
替
で

国
民
年
金
の
保
険
料
を
。
あ
な

た
の
預
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
納

付
で
さ
ま
す
。

手
続
き
は
、
預
金
口
座
が
あ
る

銀
行
、
信
用
金
庫
、
信
用
組
合
、

農
協
の
窓
口
へ
。

持
参
す
る
も
の
　
年
金
手
帳
、
預

金
通
帳
、
取
引
印
か
ん

間
合
せ
先
　
国
民
年
金
課
記
録
係

亜
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
ら
れ

な
い
方
へ

保
険
料
を
納
め
な
い
ま
ま
に
し

て
お
く
と
、
年
金
を
受
け
ら
れ
な

く
な
る
こ
と
が
あ
り
欒
y
。

経
済
的
な
事
情
な
ど
で
納
め
る

こ
と
が
困
雛
な
方
は
、
保
険
料
免

除
の
手
続
き
を
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

手
続
き
方
法

国
民
年
金
課
。
ま

た
は
出
張
所
へ
印
か
ん
、
年
金

手
帳
を
持
笋
し
て
く
だ
さ
い

問
合
せ
先
　
国
民
年
金
課
記
録
係

・
8
月
は
福
祉
年
金
の
支
払
い
月

で
す

福
祉
年
金
を
お
受
け
の
方
は
、
8

月
1
2日
(
月
)
か
ら
指
定
の
郵

便
局
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
今
回
送
付
に
¥
蚕
改
定

差
額
分
の
特
別
証
書
も
必
ず
持
参

し
、
あ
わ
せ
て
お
受
け
と
り
く
だ

さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
国
民
年
金
課
給

付
係
へ
。

・
年
金
額
が
引
き
あ
げ
ら
れ
ま
し

た
国
民
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

の
、
昭
和
6
0年
度
の
年
金
額
は
、

特
別
ス
ラ
イ
ド
‥‥い
%
が
行
わ
れ
、

下
表
の
よ
う
に
改
定
さ
れ
ま
し

た
。

問
合
せ
先
　
園
民
年
金
課
給
付
係

拠出年金　昭和60年5 月分から

福祉年金　昭和60年6 月分から

所 得 制 限 表
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ご
案
内

☆
加
入
し
ま
し
ょ
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

指
導
者
保
険

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
者
保
険

制
度
」
が
7
月
1
日
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

こ
の
保
険
制
慶
は
、
区
内
の
各

桓
団
体
の
指
導
者
の
方
か

、
安
心

し
て
、
よ
り
積
極
的
な
活
動
が
で

き
る
よ
う
に
つ
く
ら
れ
た
も
の

で
、
次
の
場
合
に
保
険
金
が
支
払

わ
れ
ま
す

。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
中
に
思
わ

ぬ
弔
故
が
発
生
し
、

-
1
活
動
に
参
加
し
た
方
や
、そ
の

他
の
方
が
ケ
ガ
な
ど
を
し

、
指
導

者
の
方
が
被
害
者
か
ら
賠
償
責
任

を
求
め
ら
れ
た
場
合
(
損
害
賠
償

貴
任
保
険
対
象
)

ご
指
導
者
自
身
が
ケ
ガ
な
ど
を
し

た
場
台
(

傷
害
保
険
対
象
)

保
険
料
は
、ほ
が
全
額
負
担
し
、

保
険
会
社
と
契
約
し
ま
す
。

保
険
に
加
入
で
き
る
の
は
、
子

ど
も
会
、P
T
A

、
町
会
・
自
治

会
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、
青

年
団
体
、
婦
人
団
体
、
老
人
ク
ラ

ブ
な
ど
で
す
。

保
険
加
入
方
法

団
体
の
代
表
者

関
係
が
保
険
加
入
申
謂
爵
(
胥

少
年
係
に
あ
り
ま
す
)
を
直
接

ご
持
参
く
だ
さ
い

※
申
請
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

申
請
・
問
合
せ
先
　
青
少
年
係

☆
家
屋
等
を
新
築
・

改
築
さ
れ
た
方
へ

住
居
表
示
実
施
地
区
内
に
家
屋

等
を
新
・
改
築
さ
れ
た
方
は
、
住

所
膏
付
け
る
た
め
の
届
出
が
必
要

で
す
。

こ
の
届
出
が
な
い
と
正
し
い
住

所
か
付
け
ら
れ
ず
、
転
入
・
転
居

届
か
で
き
ま
せ
ん
。
届
出
に
は
、

建
築
確
認
書
一
式
と
印
か
ん
を
お

持
ち
く
だ
さ
い

。

届
出
・
問
合
せ
　先

住
居
表
示
匳

☆
家
内
労
働
者
の
皆
さ
ん
へ

労
災
保
険
に

特
別
加
入
を

区
で
は
、
危
険
有
害
作
業
(
有

機
溶
剤
や
金
属
プ
レ
ス
機
械
等
を

使
用
す
る
作
業
)
に
従
事
し
て
い

る
家
内
労
働
者
の
方
々
に
、
人

で
も
多
く
労
災
保
険
に
特
別
加
入

し
て
い
た
だ
き
、
万
一
の
場
乙
-に

そ
な
え
ら
れ
る
よ
う
加
入
促
進
の

た
め
に
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
　
▽
足
立
区
内
に
居
住
し
て

い
る
家
内
労
働
者

▽
労
災
保

険
に
特
別
加
入
し
、
す
で
に
年

間
保
険
料
を
納
付
し
て
い
る
こ

と
(
5
9
年
度
交
付
者
を
除
く
)

奨
励
金
額
　
納
付
し
た
保
険
料
の

3
0
%相
当
額

申
込
方
法
　
家
内
労
働
者
の
机
織

す
る
団
体
等
を
通
じ
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
動
労
福
祉
係

☆
計
量
器
定
期
検
査

の
事
前
調
査

営
業
上
や
、
証
明
上
(
カ
リ
を

使
用
し
て
い
る
方
は
。
毎
年
定
期

倹
査
を
受
け
る
必
要
か
あ
り
ま

す
。検

査
対
象
の
方
に
は
、
区
か
ら

調
査
喬
を
送
り
ま
す
。

ま
た
新
た
に
(
カ
リ
を
使
用
し

て
営
業
を
開
始
し
た
方
は
、
8
月
2
2

日
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

指
導
育
成
係

☆
中
学
校
卒
業
程
度

認
定
試
験

祠
気
な
ど
や
む
を
得
な
い
理
由

に
よ
り
、
就
学
猶
予
ま
た
は
免
除

さ
れ
た
方
等
で
義
務
教
育
を
修
f

で
忝
な
か
っ
た
方
を
対
象
に
、
中

学
校
卒
業
と
同
等
の
資
格
が
得
ら

れ
る
認
定
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

希
望
者
は
、受
験
し
て
く
だ
さ
い
。

賦
験
日
　
昭
和
6
0
年
H

月
8

日
(

金
)

試
験
場
　
新
宿
区
立
教
弯
セ
ン

タ
ー
(
新
宿
区
西
新
宿
1
-
2
3
-
1
0
)

試
験
科
目
　
国
語
、社
会
、
数
学
、

理
科
、
外
国
語
(
英
語
ま
た
は

ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
)

願
書
受
付
期
間
　

昭
和
叨
年
8
月
1
2

日
(

月
)
I

昭
和
6
0年
9
月

H
日
(
水
)

願
書
受
付
場
所
　
都
敦
習
庁
学
務

部
義
務
教
育
心
身
障
害
教
育
課

小
中
学
校
係

問
合
せ
先
　
都
敦
育
庁
学
務
部
義

務
教
育
心
身
障
害
教
育
課
小
中

学
校
係
(
豐
2
1
2
5
1
1
1
)ま

た
は
区
教
肓
委
貫
会
学
事
係

☆
ス
ズ
ム
シ
を

さ
し
あ
げ
ま
す

区
で
は
、
元
溯
江
公
園
の
生
物

館
で
飼
育
し
た
ス
ズ
ム
シ
4
千
匹

を
無
料
で
さ
し
あ
げ
ま
す
。

配
布
日
8

月
1
7日
子
)

・
1
8
　

凵
亘

配
布
場
所

元
溯
江
公
園
生
物
配

申
込
力
法

往
復
(
ガ
キ
に
「
ス

ズ
ム
シ
希
望
」
と
粛
い
て
、返

信
用
に
は
、
僅
所
、
氏
名
、
電

話
番
ほ
を
必
ず
記
入
の
つ
汽
、

申
し
込
ん
で
ぐ
だ
さ
い

※
心
募
多
数
の
場
台
は
抽
選

申
込
期
限
　
8
月
1
2日
必
善

申
込
・
問
合
せ
先
　
東
部
公
園
管

理
事
務
所
(
〒
圀
綾
瀬
2
1
3
0
　
1
6

、
昔
靦
8
8
3
6
)

道
路
は
広
く正

し
く

安
全
に
!

8
月
は
道
路
を
ま
も
る

月
間

・・つ
道
略
の
使
用
・
占
用
に

関
す
る
問
い
台
わ
せ
は
、

路
政
課
占
用
係
へ
。

「金 の 現 物 ま が い 商 法 」な ど の

豊田 商事関連・足立区110 番

豊
田
商
串
や
豊
田
グ
ル
ー
プ
(

鹿
島
商
事
・
ベ
ル
ギ
ー
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
等
)
の
悪
質
な
販
売
(
金

・
ゴ
ル
フ
会
員
権
等
の
現
物
ま
か

い
商
法
等
)
に
よ
っ
て

、
高
齢
者

な
ど
を
中
心
に
被
害
が
多
発
し
、

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

被
害
を
う
け
た
方
は
、
消
費
者

セ
ン
タ
ー
ま
で
至
急
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
同
社
以
外
の
事
業
所
に

よ
る
類
似
商
法
も
あ
り
ま
す
の

で

、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

届
け
出
・
問
合
せ
先
　
消
費
者
セ

ン
タ
ー
　
　
Ⅲ
1
3
0
1

ル
ッ
ク
イ
ン
あ
だ
ち
貸
出
し
ま
す

「
ル
ッ
ク
イ
ン
あ
だ
ち

」
を

ご
俘
茹
で
す
か

。
ま
ち
の
話
題

や
、
あ
な
た
の
ま
ち
に
残
る
歴

史
の
た
た
ず
ま
い
、
伝
統
技
術

を
守
る
人
々
を
紹
介
し
て
い
る

ビ
デ
オ
広
報
で
す
。
ご
家
庭
で

も
楽
し
め
る
よ
う
、
ビ
デ
オ
テ

ー
プ
の
貸
出
し
を
行
っ
て
い
ま

す
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
広
報
課

ビデオ広報 ル゙ックインあ だち″ の主 な内容

わがまち足 立 の
絵ハガキ販売中

足
立
区
内
の
代
表
的
な
兒
ど

こ
ろ
5
ヵ
所
(
見
沼
代
観
水
公

園
、
花
畑
公
園
、
都
市
農
芙
公

園
、
足
立
の
花
火
、
西
新
井
大

師
)
を
選
ん
で
絵
(
ガ
キ
に
し

ま
し
た
。
残
暑
見
舞
に
ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

頒
布
価
格
　
Ⅲ
円
(
絵
(
ガ
キ

・
:
5
枚
―
組
)

頒
布
場
所
　
広
報
課
(
区
役
所
5

階
)
、西
新
井
区
民
ホ
ー
ル

く
わ
し
く
は
、
広
報
課
へ
。



昭 和60 年8 月5 日あ だ ち 広 報第695 号( 3)

衛生管理をお忘れなく

受水槽
大
き
な
建
物
(
ビ
ル
。マ
ン
シ

ョ
ン
、
ア
パ
ー
ト
、
病
院
な
ど
)

で
は
、
水
圧
の
関
係
で
都
水
道
が
3

階
以
上
に
は
上
が
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
建
物
で

は
受
水
槽
と
い
う
タ
ン
ク
に
一
度

都
水
道
を
た
め
て
か
ら
利
用
し
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
、
】度
受
水
槽
へ

入
っ
た
水
は
、
利
用
者
へ
安
全
に

供
給
す
る
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
衛

生
管
理
が
必
要
で
す
。

建
物
の
所
有
者
は
次
の
こ
と
に

注
意
し
て

、
飲
み
水
の
衛
生
管
理

に
必
が
け
ま
し
ょ
う
。

▽
受
水
槽
は
1
年
1
回
定
期
的
に

清
掃
し
ま
し
ょ
う

▽
受
水
槽
の
周
囲
に
薬
品
や
油
等

を
置
く
の
は
、
汚
染
の
も
と
で

す
。
清
潔
に
し
て
お
き
声
し
ょ

う
▽
管
理
者
以
外
の
人
が
マ
ン
ホ
ー

ル
を
閧
け
な
い
よ
う
に
、
カ
ギ

を
か
け
ま
し
ょ
う

▽
定
期
的
に
受
水
槽
を
み
て
、
汚

れ
具
合
や
配
管
の
先
端
の
防
虫

網
の
有
無
を
確
認
し
声
し
ょ
う

※
な
お
、
有
効
容
量
が
2
0立
方
(
2
0
y
)

を
忌
え
る
受
水
噌
の
場

合
は
、
所
有
者
が
保
健
所
へ
届
出

を
し
、
1
年
I
回
検
査
機
関
(
厚

生
大
臣
指
定
)
に
依
頼
し
て
検
査

を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
へ

く
わ
し
く
は
、
足
立
保
健
所
、

千
住
保
健
所
の
環
境
衛
生
担
当
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

水
洗
化
工
事
は

指
定
工
事
店
で

現
在
、
区
内
の
各
地
域
で
公
共

下
水
道
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

工
事
が
終
わ
り
皆
さ
ん
の
お
庄

ま
い
の
区
域
が
、
下
水
道
処
理
区

域
(
水
洗
化
可
能
地
域
)
と
し
て

告
示
さ
れ
ま
す
と
、
皆
さ
ん
は
三

年
以
内
に
水
洗
化
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
が
法
律
で
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

私
通
や
宅
地
内
で
の
水
洗
化
工

事
等
に
つ
い
て
は
、
建
物
の
所
有

者
な
ど
に
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
際
工
事
は

東
京
都
指
定
工
事
店
で
な
い
と
で

き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
工
事
費
は
毎
年
変
動
が

あ
り
ま
す
の
で
、
契
約
は
な
る
べ

く
処
理
区
域
の
告
示
が
済
ん
で
か

ら
行
う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

処
理
区
域
に
な
り
ま
す
と
必
ず

全
世
帯
に
下
水
道
局
か
ら
お
知
ら

せ
(
チ
ラ
シ
)
を
配
布
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
工
事
契
約
に
あ
た
っ

て
は
、
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
必

ず
次
の
事
項
を
契
約
の
内
容
に
含

め
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

〔
総
工
事
費
と
内
訳
・
工
事
期
限

お
よ
び
条
件
・
工
事
費
支
払
い
方

法
・
違
約
条
項
・
保
障
条
件
〕

下
水
道
は
、
工
事
が
不
完
全
だ

と
悪
臭
が
し
た
り
、
つ
ま
り
や
す

い
、
こ
わ
れ
や
す
い
な
ど
の
問
閙

が
お
き
る
た
め
、
都
で
は
正
し
い

工
事
か
お
こ
な
わ
れ
'
9
よ
う
に
指

定
工
事
店
の
制
度
を
設
け
て
い
ま

す
。区

内
の
指
定
工
事
店
一
覧
表
は

下
水
道
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
、

問
合
せ
先
下
水
道
課
`
い
8
8
9
6

健康のために……

保健所事業案内
足立保健所 　855- 4151

千住 保健所 　888- 4277

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
解
消
す
る

た
め
の
運
動
(
5
)

大
正
3

年
、
第
一
吹
世
界
大

戦
が
始
ま
り
、
日
本
の
経
済
は
、

そ
の
影
響
を
受
け
発
展
を
み
せ

ま
し
た
。
し
か
し
、
一
方
で
は
、

イ
ン
フ
レ
の
た
め
の
貧
富
の
差

が
広
が
り
、
零
細
な
晨
漁
民
や

都
市
労
働
者
の
生
活
が
い
っ
そ

う
苦
し
く
な
り
ま
し
た
。

特
に
シ
ベ
リ
ア
出
兵
を
み
こ

し
た
大
地
主
や
商
社
、
豕
商
人

な
ど
が
投
機
的
な
米
の
買
い
占

め
を
お
こ
な
っ
た
結
果
、
大
正
7

年
(
1
9
1
8
年
)
6
月
ご

ろ
か
ら
米
価
は
天
井
知
ら
す
と

い
わ
れ
る
ほ
ど
上
り
ま
し
た
。

大
阪
で
は
、
米
1
升
が
2
3銭

だ
っ
た
の
が
、
8
月
に
は
倍
ち

か
い
4
1銭
に
上
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
こ
れ
が
同
じ
年
の
米
よ

こ
せ
運
動
に
つ
な
か
っ
て
い
っ

た
の
で
す
。

こ
の
米
騒
動
は
。
7
月
に
、

富
山
県
魚
律
町
で
の
、
米
の
安

充
り
を
求
め
る
漁
師
の
主
婦
た

ち
の
運
動
を
き
っ
か
け
に
、
全

国
に
ひ
ろ
が
り
ま
し
た
。

そ
の
規
模
は
、
1
都
3
廚
3
8

県
、
お
よ
そ
勁
カ
所
の
地
域
で
、

労
働
者
や
農
民
が
立
ち
あ
が

り
、
わ
が
国
の
歴
史
上
旱
大
の

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

同
和
地
区
の
人
び
と
も
長
い

間
苦
し
い
生
活
状
態
に
お
か
れ

て
い
た
こ
と
か
ら
、
多
く
の
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
米
騒
動
を
き
っ
か
け

に
、
同
和
問
題
は
、
重
大
な
社

会
問
題
と
し
て
認
識
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
同

和
地
区
の
人
び
と
は
、
自
ら
の

力
で
解
放
を
か
ち
と
ら
な
け
れ

ぱ
な
ら
な
い
と
い
う
自
覚
を
も

ち
団
結
の
力
を
知
る
よ
う
に
な

つ
た
の
で
す
。

米
騒
動
は
、
多
く
の
ぎ
せ
い

者
を
だ
し
ま
し
た
が
、
民
衆
の

燃
え
あ
が
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、

大
正
の
社
会
運
動
を
大
き
く
発

展
さ
せ
る
力
と
な
り
ま
し
た
。

労
働
運
動
や
農
民
運
動
と
と

も
に
、
部
落
解
放
の
運
動
も
融

和
運
動
、
改
善
運
動
を
こ
え
て

発
展
し
て
い
く
の
で
す
。

大
正
8
年
(
1
9
1
5
年
)

に
は
、
帝
国
議
会
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
請
願
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
同
和
問
題
に
関
す
る
問
い
皀

わ
せ
は
、
区
役
所
同
和
対
策
担

当
へ
。

乳
幼
児
す
こ
や
か
相
談

区
で
は
、
乳
幼
児
の
健
全
な
育

成
を
願
い
。
育
児
に
つ
い
て
悩
み

を
お
も
ち
の
方
に
対
し
、
豊
富
な

知
識
と
経
験
を
持
っ
て
い
る
ベ
テ

ラ
ン
保
母
が
相
談
に
応
す
る
「
乳

幼
児
健
全
育
成
相
談
事
業
」
呎

次
の
私
立
保
育
園
に
お
願
い
し
て

実
施
し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
お
気
軽
に
こ
相
談
く

だ
さ
い
。

□
実
施
保
育
圃

i

興
野
保
育
園
(
西
新
井

本
町
4
-
1
9
-
2
3
)

▽
相
談
日

毎
週
月
・
土
曜
日

‘辧
3
2
0
0

こ

観
隣
館
保
育
園
(
梅
田
4
　

心
J
-
旦

∵
相
談
日
毎
週
水
・
金
曜
日
　

∵
`
‘
鈿
3
8
6
0

□
相
談
時
間

各
園
と
も
、
相
談
日
の
午
前
9

時
か
ら
午
後
5
時
ま
で

□
相
談
方
法

電
話
ま
た
は
面
接
の
ど
ち
ら

の
方
法
で
も
お
受
け
し
ま
す
。

□
そ
の
他

相
談
内
容
に
つ
い
て
は
、
秘

密
を
臓
守
し
ま
す

・
こ
の
事
業
に
つ
い
て
の
問
い
合

わ
せ

児
童
福
祉
係

あ

ん

ぐ

る

あ

ん

ぐ

る

健闘! 足立北リーグ準優勝
全日本リト ルリーグ野球選手権大会

足
立
北
リ
ー
グ
は
、「
全
日
本
リ

ト
ル
リ
ー
グ
野
球
選
F
柵
人
会
」

の
東
京
代
表
と
し
て
の
栄
冠
に
輝

き
ま
し
た
。
そ
し
て

、
北
厩
道
か

ら
九
州
ま
で
の
代
表
1
6リ
ー
グ
の

強
豪
か
、
7
月
1
3日
・
1
4日
に
わ

た
っ
て
呀
中
市
の
三
井
物
産
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
激
突
し
ま
し
た
。

足
立
北
は
、
閲
西
の
豊
中
、
東

北
の
白
河
、
神
余
川
の
平
塚
を
破

り
秋
勝
ま
で
進
み
ま
し
た
。

し
か
し

、
同
じ
東
京
代
表
の
保

谷
に
、
健
闘
む
な
し
く
敗
れ
、
優

勝
を
の
が
し
ま
し
た
。

来
年
こ
そ
は
、
日
本
一
に
冫
「
E
U

が
さ
え
て
い
ま
す
。
カ
ン
バ
レ

足
皿
北
/

ひ
ろ
ば

※
先
着
順
で
、

一
団
体
一
事
業
、
3

ヵ
月
間
再
掲
載
は

で
き
ま
せ
ん
。

【
投
稿
規
程
】
サ
ー
ク
ル
惴
報
、催
し
も
の
な
ど
の
案
内

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
/
営
利
、宗
教
、政
治
目
的
の
も
の
、

投
稿
内
容
が
不
備
の
も
の
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
/
先
着
順
/

一
団
体
一
事
業
と
し
て
3
ヵ
月
間
再
掲
載
は
不
可
/
原
稿
は

手
短
か
に
窖
と
め
、住
所
、氏
名
、電
話
番
气
団
体
名
、

費
用
(
金
額
・
使
途
)
、電
話
連
絡
先
(
昼
)
を
明
記
し
て
、

郵
送
ま
た
は
自
参
の
こ
と
/
採
否
は
連
絡
し
ま
せ
ん
/
掲
載

後
の
肓
任
は
負
い
ま
せ
ん
/
締
切
り
は
、
発
行
日
1

ヵ
月
前

投
稿
・
問
合
せ
先

広
報
課
(
〒
圀
千
住
―
-
4
j
1
8
)

☆
中
・
高
年
向
ジ
ャ
ズ

ー
リ
ス
ム

体
操
会
員
募
集

毎
週
火
曜
日
、

午
前
1
0時
I
H

時
3
0分
/
保
塚
社

会
教
育
館
/
入
会
金
2
や
円
、
月

願
2
F

円
/
▽
米
山
a
嵋
7
3
5

☆
国
際
交
流
の
会
(
日
本
会
)
　

バ
ス
旅
行
、
パ
ー
テ
ィ
な
ど
を

通
じ
て
外
国
人
と
交
流
し
ま
す
。

企
画
、
運
営
の
す
き
な
人
歓
迎
/

月
額
遥
円
(
他
に
実
費
負
細
)
'

▽
小
宮
昔
8
9
0
7
7
3
9

☆
囲
碁
初
級
ク
ラ
ス
会
員
募
集
　

毎
週
木
曜
日
、
乍
後
6
時
～
8

時
5
0分
/
敦
育
セ
ン
タ
ー

月
勲

千
則
円
ノ
定
昌
1
0名
(
女
性
の
方

も
歓
迎
)
/

∵
齊
藤
登
誣
0
6
1
-

☆
話
し
万
教
室
会
員
募
集

毎
月

第
2
第
4
火
曜
口

、
午
後
7
時
I
9

時
y
産
業
振
興
会
館
/

人
会
金

千
円
、
月
額
干
5
0
0円/

申
込
は
直

接
会
場
へ
/

∇
鈴
木
音
眤
5
3
7
1

☆
太
極
拳
会
員
募
集

毎
週
土
曜

口
、
午
前
1
0時
～
正
午
ニ
ポ
ナ
(

イ
ツ
中
川
集
会
所
(
大
谷
田
2
丁

口
匸
y
初
心
者
歓
迎
/
入
会
金
2

千
円
、
月
額
2
千
円
/
▽
中
村
魯
a
1
6
0
2
(

厦
問
)

☆
婦
人
リ
ズ
ム
体
操

毎
週
木
曜

日
、
で
前
1
0時
1
1
2
時
/
中
央
本

町
体
介
館
/
入
会
金
3
千
円
、
月

額
2
千
迦
円
/
▽
仮
嬌
音
誣
0
3
7
5
(

歴
間
)

介
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
会
員
募

集

仲
間
と
一
緒
に
ご
自
分
の
体

力
、
体
調
に
合
わ
せ
た
健
康
体
操

を
し
ま
せ
ん
か
/

毎
週
金
曜
日

(
月
4
回
)
午
後
1
時
3
0分
～
3

時
/
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
/

入
会
金
M
円
、
月
額
千
鵈
冂
/

▽

荐
内
a
蚣
6
5
5
7
(

午
隘
7

時

以
降
)

☆
モ
ー
ニ
ン
グ
ーテ
ニ
ス
ー
ク
ラ

ブ

午
前
中
軟
式
テ
ニ
ス
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。
初
心
者
の
力
も
ど

う
ぞ
/
月
額
千
円
ノ
∵
内
高
a
M

☆
は
と
ぽ
っ
ぽ
会
員
募
集

太
陽

の
下
、
泥
ん
こ
に
な
っ
て
遊
び
な

が
ら
、F
育
て
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
/
乳
幼
児
と
そ
の
覡

。y∵
右
近
き
汨
5
9
5
3

☆
藤
む
ら
さ
き
日
本
舞
踊
同
好
会

年
齢
不
問
(
初
心
H
E歓
迎
)
y
月

額
2
千
5
百
円
、・
▽
毎
週
水
曜

口
、午
後
1
時
～
4
時
ノ
東
和

社
会
教
町
館
/
▽
川
中
さ
6
2

7
1
0
▽
毎
週
土
曜
口
、午
後

1
時
～
4
時
/
第
1
8
出
張
所
/

▽
菰
田
`
‘
6
0
5
1
0
4
8

弯
足
立
ジ
ャ
ズ
体
操
ク
ーフ
ブ

月
3
回
(
月
曜
日
)
、午
凌
6

時
3
0
分
～
8
時
y
中
小
(
本
町
体

育
館
・
人
会
金
千
円
、
月
額
2

千
円
ノ
▽
高
-
t
8
5
8
5
5
7
9
　
(

倪
凹

1
0月
1
日
国
勢
調
査

5
年
ご
と
、

数
字
で

見
直
す

国
や
ま
ち

背
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

東京皿足立区

児

童
遊
園

の
休

園

t
Ⅲ
児
童
遊
園
と
叨
原
東
児

璽
遊
園
は
、
児
童
遊
園
の
上
空

に
あ
る
都
逎
補
修
工
事
を
東
京

都
が
行
う
た
め
、H
月
末
日
ま

で
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
大
谷
田
1
丁
目
第
2

児
欟
遊
園
は
、
工
亭
の
た
め
、

当
分
の
間
、
使
用
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

公
園
課

I
Y
Y
青
年
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

「F
e
e
t
　
u
p
　
」参
加
者
募
集

日
程
9

月
8
日
(
日
)

場
所

総
合
ス
ボ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
内
容

・

肯
荐
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
▽
音
楽
の
部
・・・
5
組

口

ツ
ク
ー
フ
ォ
ー
ク
等
(
持
ち

時
間
各
組
3
0分
)

▽
商
芸

の
部
・
:
1
0組

ダ
ン
ス
、
も

の
ま
ね
、
一
品
、
カ
ラ
オ
ケ

等

局
5

分
)

ソ
弁
論
の

部
・・・
5
糾

テ
ー
マ

「
な
ん

で
原
宿
、
足
立
区
た
っ
て
い

い
じ
ゃ
ん
匸

同
5
兮

亜
ゲ
ー
ム
大
会
(
チ
ー
ム
対
抗
)

▽
綱
引
き
、
ひ
ょ
う
き
ん
リ

レ
ー
等
(
I

チ
ー
ム
8
名
)

□
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
体
験
教
室
　

午
前
H
時
、
午
後
1
時
、
午

陂
2
時
3
0分
の
3

回
、(各
回

先
袒
6
0名
)

費
用

い
ず
れ
も
、
照
料

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
、

住
所
、
氏
名
(

ゲ
ー
ム
大
会

は
代
表
者
名
)
、年
齢
、性
別
、

連
絡
先
を
明
記
し
申
し
込
み

の
こ
と
(
先
n
順
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
酉
年
鹿
内

I
Y
Y

事
務
局
(
〒
1
2
3西
新

井
―
-
4
1
1
7

魯
跏
1
7
7
8
)

午
吸
7
時
I
9

時
叩
力
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募
集

・

催
し
も
の

テレビア ニ メ展
「サ ザエさ ん」 アニ メの

で き る ま で
ビデオで登場!

エ イトマン

☆
入
場
無
料

み
ん
な
来
て
ネ
!

日
時
8
月
8
日
～
1
2
日
、
午
前

1
0
時
～
午
後
6
時

場
所

酉
新
井
区
民
ホ
ー
ル

内
容
　
▽
昔
な
つ
か
し
い
ア
ニ
メ

展
と
テ
レ
ビ
ビ
デ
オ
大
会
(
エ

イ
ト
マ
ン
、
鉄
人
2
8哽

サ
ザ

エ
さ
ん
、
六
三
四
の
剣
な
ど
)
　

▽
た
の
し
く
あ
そ
ぼ
う
テ
レ
ビ

ゲ
ー
ム
、
ク
イ
ズ
シ
ョ
ー
　
▽

み
ん
な
で
塗
ろ
う
/
ア
ニ
メ
セ

ル
原
画
(
1

枚
迦
円
)

問
合
せ
先
　
公
社
文
化
事
業
課
　

魯
屆
8
2
1
1

青
少
年
将
棋
大
会

日
時
　
8
月
2
2日
(
木
)
、乍
前
1
0

時
～
午
後
4
時

場
所
　
産
業
振
興
館

対
象
　
1
8歳
禾
揖
の
区
内
在
住
・

在
学
者

定
S
　
4
0名
(
先
着
順
)

費
用
　
籾
円
(
軽
食
込
み
)

申
叺
}方
法
　
電
話
ま
た
は
窓
口

申
込
・
問
合
せ
先

産
業
振
興
館

昔
曜
1
6
6
8

父

と

子

の

料

理

教

室

日
時
　
8
月
2
5日
(
日
)
、午
後
1

時
3
0分
～
4
時

鳩
所
　
胃
年
館

対
象
　
区
内
在
僅
の
小
学
生
と
父

親

内
容
　
子
ど
恥
弖

緒
に
手
づ
く

り
う
ど
ん
、
カ
レ
ー
南
ぱ
ん
、

サ
ラ
ダ
に
挑
戦
」工
う

定
員
　
2
0組
(
先
竹
順
)

費
用
　
s
円
(
材
料
費
実
費
負
担
)

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
窓
口

申
込
・
問
合
せ
先
　
宵
年
館

a
倒
0
0
6
1

子
ど
も
名
作
劇
揚

日
眄
　
8

月
2
3日
(
金
)
、
午
前
1
0
　

時
、
午
後
2
時
・
6
時
の
3
回

場
所

竹
の
塚
社
会
教
育
館

内
容
　
『
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
ジ
ョ
ウ
』

「マ
ジ
ン
ガ
ー
z
」

鑑
賞
雰
　
お
と
な
剳
円
、
子
ど
も
1
0
0

円
(
竹
の
塚
社
会
教
育
館
、総

合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
西
新

井
区
民
ホ
ー
ル
、
産
業
振
興
館

そ
の
他
公
社
施
設
で
取
扱
中
)

問
合
せ
先
　
竹
の
塚
社
会
教
育
館

昔
瞋
3
1
0
7

子
ど
も
映
画
と

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

映
圃
の
あ
と
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
で
、
夏
の
星
空
へ
ご
案
内
し
ま

す
。

日
時
8

月
6
・
1
3・
2
0・
2
7日

午
前
1
0時
～
1
1時
3
0分

塙
所
　
教
育
セ
ン
タ
ー

内
容
　
映
画
「
お
こ
ん
じ
ょ
う
る

り
」
と
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

定
員
　
1
7
0
名
(
当
日
先
着
順
)

費
用
　
1
5歳
以
下
…
無
料
、
1
6歳

以
上
…
1
0
0
円

問
合
せ
先
　
教
育
セ
ン
タ
ー

魯
a
a
0
1

自
然
探
訪

ア
ウ
ト
ド
ア

ラ
イ
フ
入
門

日
時
　
9
月
4
・
1
1
‥
・
1
5
日
、
1
0
　

月
2
・
1
7
・
2
5
・
2
7
・
3
0
日
、

H
月
6
・
1
0
・
2
0
E
、
1
2
月
4

日
、
平
日
は
午
後
7
時
～
9
時
、

休
日
は
昼
間
野
外
で
活
動

場
所
　
青
年
館

対
象
　
3
0
歳
以
下
の
方
(
そ
の
他

一
般
の
方
も
可
)

内
容
　
食
べ
ら
れ
る
食
物
、
草
木

染
め
(
ン
カ
チ
な
ど

定
員
　
3
0
名
(
多
数
の
塲
合
は
抽

選
)

費
用
　
2

千
椢
円
(
教
材
贄
は
実

費
負
担
)

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
往
復
(

ガ
キ
(
講
座
名
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
助

務
先
を
記
入
)

申
込
期
限
　
8
月
割
日
(
当
日
消

印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
青
年
館
(
〒

1
2
3
西
新
#
1
-
4
1
1
7
　
S枷

0
0
6
1
)

版

画

教

室

日
時
9
月
1
7
日
～
H
月
2
6
日

(
1
0
月
1
日
を
除
く
毎
週
火
曜
　

日
)
、
午
後
6
時
3
0
分
～
8
時
3
0

分
場
所
　

佐
野
社
会
教
弯
館

対
象
　
満
1
6
歳
以
上
の
区
内
在
住

・
在
勤
・
在
学
者

内
容
　
木
版
画
の
基
礎
か
ら
年
賀

状
用
版
画
作
製
ま
で

定
員
　
4
0
名
(
先
糖
順
)

費
用
　
2

千
円
(
ほ
か
に
教
材
費

実
費
)

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
窓
口

申
込
・
問
合
せ
先
　
佐
野
社
会
叡

育
館

き
讎
3
2
7
3

東
部
セ
ン
タ
ー

・
親
子
手
芸
教
室

日
時
8

月
2
1日
(
水
)
、午
後
1

時
I
4
時

対
象

区
内
在
住
の
観
子
(
お
と

な
の
み
の
参
加
も
可
)

内
容

籘
の
ウ
ォ
ー
ル
ポ
ケ
ッ
ト

定
員
3
0

組
(
6
0
名
)
先
着
順

S
用
9
5
0
円

圏
生
活
教
窒

日
時
　
8
月
卵
一
日
(
火
)
、午
唆
1

時
3
0
分
～
3
時
3
0
分

対
一
　

区
内
在
住
・
在
勤
の
婦
人

内
容

慶
弔
に
つ
い
て
の
必
要
な

知
識

定
員
　
4
0
名
(
先
譱
順
)

費
用
　
無
料

申
込
方
法
　
い
ず
れ
も
、
電
話
ま

た
は
窓
口

申
込
・
問
合
せ
先
　
東
郎
セ
ン
タ
　

ー
S
6
0
5
7
1
0
1

着
付

教
室

日
時
　
9

月
1
1‥日
～
H

月
2
7
日

(毎
週
水
曜
日
)
、
午
前
1
0時
～

正
午

全
り一
回

場
所
　
花
畑
記
念
庭
園
桜
花
亭

対
象

区
内
在
住
・
在
勤
の
初
心

者
内
容
　
外
出
薇
に
太
鼓
結
び
、
七

五
三
の
着
付
な
ど

定
員
　
3
0
名
(
先
橢
順
)

費
用
　
2

千
椢
円
(
教
材
費
は
実

賢
負
担
)

申
込
方
法
　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
の
窓
口
ま
た
は
電
話

申
込
・
問
合
せ
先

総
　
aス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
I
s
a
8
2
1
1

英
会
話
(
初
級
)

日
時
　
8

月
2
2
日
～
1

月
3
0
日
(

木
曜
日
)
、
午
後
6
時
3
0分
～
8

時
、
全
2
0回

場
所
　

傑
塚
社
会
教
育
館

対
象
　
区
内
在
住
・
在
勤
者

定
S
　
3
0
名
(
多
数
の
際
は
抽
選
)

費
用
4

千
円

申
込
方
法
　
往
復
(
ガ
キ
に
、
庄

所
、
氏
名
、
年
齢
、
黽
業
、
連

絡
先
を
記
入
の
こ
と

申
込
・
問
合
せ
先
　
保
塚
社
会
教

育
館
(
〒
1
2
1保
塚
町
7
r
1
6
　

魯
M
1
5
0
2
)

始めませんか… スポ ー ツ

公 社 施 設

臨時休館

8
月
1
8日
(
日
)
は
、
館
内
消
毒
の
た
め
、

次
の
公
社
施
設
が
休
館
と
な
り
ま
す
。
衣
だ
、

総
合
受
付
は
、全
館
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

休
餾
施
設

變
-
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
(
ブ
ー

ル
も
区
民
大
会
の
た
め
個
人
利
用
中
止
)
、産

業
振
興
館
、
中
央
本
町
・
東
和
・
佐
野
・
舎

人
の
各
セ
ン
タ
ー
、
花
畑
記
念
庭
園

東和社会教育館
(　628- 620I ) ふれあい教室

花畑センター
(〒121　花畑4- 16- 13　　850- 2617)秋の婦人教室

家
庭
婦
人
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
講
習
会

ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル
講
習
会
に
参
加

し
て
、
健
康
・
体
力
づ
く
り
の
第

一
歩
に
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
第
1
回
・・・
9
月
2
日
・
3
　

日
、
第
2
回
・・・
9
月
5
日
・
6

日
、
い
ず
れ
も
午
前
9
時
3
0分

～
H
時
3
0分

場
所
　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

対
象

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
家
庭
婦
人

内
容
　
1

日
目
・
:講
義
、2
日
目

・・・
実
技

定
員
　
各
回
Ⅲ
名
(
先
捫
順
)

申
込
方
法
　
往
復
(

ガ
キ
に
庄

所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話

番
号
、
お
よ
び
第
1
回
か
第
2

回
か
を
明
記
の
こ
と

申
込
期
限
　
8

月
加
日
(

必
着
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
体
n
課
家
庭

婦
人
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
講
習
会
扣

当
(
〒
圀
千
住
1
1
4
-
1
8
)

参加者
募集

区民体育大会

・
約
魚
(
(
ゼ
)
大
会

日
時
・
集
合
場
所
　
9
月
1
日

午
前
1
時
、
千
住
車
寤
前

対
象
　
区
内
在
住
・
在
動
者

餓
技
力
法
　
齏
里
制

費
用
　
3
千
5
0
0
円

申
込
方
法
　
電
話
予
約

申
込
期
限
　
8
月
2
0日

申
込
・
問
合
せ
先
　
釣
魚
連
合
　

会
(
知
久
)
酋
8
8
7
&
5
9
5

・

バ
ス
ケ

。
ト
ポ
ー
ル
大
会

日
時
9

月
8
日
～
2
9日
。
午

前
9
時
か
ら

鳩
所

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
ほ
か

対
象

区
内
在
住
・
在
動
・
　

学
者

賦
合
形
式

ト
ー
ナ
メ
ン
ト

s
用
I
チ
ー
ム
5
千
円

申
込
力
法

所
定
の
申
込
用
紙
(

事
務
局
に
あ
り
)
に
記
入

の
う
凡
郵
送
の
こ
と

※
代
表
者
会
議
を
&
月
3
1
日
、

午
陵
6
時
3
0分
か
ら
、
総
合
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室
で

行
い
ま
す
。

申
込
期
限
　
8

月
1
4日
(
当
日

消
印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
連
盟
事
務
局
(
阿

出
川
)
〒
a
西
綾
瀬
2
-
2
3
　
1
2
4

　
1
8
8
6
2
4
2
0

掲
示板

争
都
職
a
採
用
試
験
(
高
校
卒

程
度
)

受
験
資
格
　
昭
和
3
9年
4
月
2

日
か
ら
昭
和

。1
3
年
4
月
1
日

生
ま
れ
の
者

試
験
日
　
1
0
月
1
3日
(
日
)

申
込
方
法
　
9

月
H
・
1
2日
に

都
庁
第
二
本
庁
忿
卜
陪
ロ
ビ

ー
で
受
付
(
郵
送
の
燮

に
は

9
月
9

日
ま
で
の
消
印
有

効
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
都
・
人
事

委
員
会
事
務
祕
試
験
課
　
2
1
2
5
1
1
1

・
引
越
し
は
国
鉄
コ
ン
テ
ナ
で

く
わ
し
く
は
、隅
Ⅲ
川
貨
物

営
業
所
(
`
‘
鮖
8
3
8
4
)
へ
。

・

保
留
地
売
却

入
札
日
時
9
月
1
日
(
旦
、

午
前
1
0
時
～
正
午

保
留
地
区
画
1
2

区
画

最
低
価
格
　
干
誣
万
円
台
(
2
5

坪
)
～
6
千
1
8
5万
円
台
(
胴

坪
)

現
地
案
内
　
常
時
受
付

入
札
場
所
・
問
合
せ
先
　
六
木

土
地
区
画
整
理
變
・
。s
a

・・
水
遒
の
訪
問
診
断

各
家
庭
を
訪
問
し
、
漏
水
調

査
、
節
水
コ
マ
の
取
ひ
付
け
指

導
な
ど
を
無
料
で
実
施
し
て
い

ま
す
。
調
査
揖
は
、
身
分
証
明

書
、
腕
章
を
つ
け
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

水
道
局
足
立
東
営

業
所
(
眥
緜
2
1
5
1
)
、西

営
業
所
6

槇
4
2
2
1
)

・
税
の
相
談
は
税
務
相
談
室
へ

税
に
つ
い
て
の
知
識
や
経
験

の
豊
富
な
相
談
官
が
、
皆
さ
ん

の
相
鮫
や
苦
情
に
C
じ
ま
す
。

▽
晩
務
相
談
室
足
立
分
窒

゛
蚓
8
6
9
2

・
家
内
労
働
相
談

家
内
労
働
の
工
負
、
労
働
安

全
衛
生
な
ど
に
つ
い
て
相
談
を

行
い
ま
す
。

日
時
・
場
所
　
▽
台
東
区
産
業
　

研
修
セ
ン
タ
ー
…
毎
週
木
一

日
、
午
前
1
0
時
1
午
後
4
時
　

▽
荒
川
区
経
済
課
商
工
相
談

擘
・
i
週
金
曜
日
、
午
後
1

時
～
4
時

対
象
　
専
業
の
家
内
労
働
者
お

よ
ぴ
そ
の
委
託
者

問
合
せ
先
　
都
・
労
働
経
済
局

労
働
福
祉
課
・
1
2
1
2
5
9
7
5 U. O　24U. UOU


